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	受 験 番 号

	受 験 者

氏    名
	
	
	※記入しないでください


	観　   　点
	評点
	特  記  事  項

	＜教育課程＞　週ごとの指導計画、授業時数などを考慮し、それらを適正に実施することができる。

	
	

	＜指導技術＞　指導技術（発問、指示、説明、板書、資料提示など）や児童生徒理解等（授業における児童生徒の理解度や関心意欲など）について、自己の授業実践で活用することができる。
	
	

	＜授業づくり＞　児童生徒の学習状況を把握しつつ、明確なねらいをもった指導案を作成するとともにそれらに適切な教材を研究・開発し、授業を効果的に実施することができる。
	
	

	＜学習評価＞　指導と一体化した評価の在り方について理解し、授業実践とあわせて適切な評価の実施とその活用ができる。

	
	

	＜特別活動＞　児童会・生徒会活動や学校行事等について、担当者として適切に企画・調整・実施にあたることができる。


	
	

	＜生徒指導・教育相談＞　児童生徒の問題行動への対応について、校内の連携協力体制のもと、主体的かつ適切に実施することができる。


	
	

	＜特別支援教育・キャリア教育＞　特別な支援を必要とする児童生徒への支援、また適切な勤労観を養うキャリア教育について、校内の組織的な体制のもと、主体的に実施することができる。
	
	

	＜学級経営＞　担任として安定的に学級を経営し、保護者との信頼関係を築くことができる。


	
	

	＜学校経営＞　学校組織の一員として、学校の組織や協力体制等を理解し、校務を適切に分担し遂行することができる。


	
	

	＜相互向上・相互協力＞　学校、または地域の教育課題を想定しながら、他の教員と協力して、学校教育の充実と改善のために職務を遂行することができる。


	
	

	学校長もしくは
教育委員会の
総合所見
	


	学校長もしくは教育委員会教育長の

署名・押印
	（学校名もしくは教育委員会名）
　　　　　　　　　　
　

（学校長名もしくは教育長名）　
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